
令和 5 年 11 月 29 日（水） 
11 時 00 分から 12 時 00 分まで 

 

第１１５回東京都技術会議 
次 第 

 

１ 開  会   

 

２  特別講演   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  令和５年度「東京都技術会議」の活動（中間報告） 

 

４  そ の 他 

 

５  閉  会  

＜概 要＞ 
テーマ：『建設業の働き方改革と担い手確保に果たす行政の役割』 

〇日本の建設産業、とりわけインフラ関連産業は大きな変革期にある。 
老朽インフラの大規模な更新需要の一方で、人口減少などによる担い手確
保といった切迫した課題があり、これまでと同じような仕事のやり方、事
業の仕方を続けていては社会のニーズに応えられなくなってしまう。 
そんな強い危機感を産業界全体が共有している。 

〇こうした課題への対策は、社会問題の解決に直結するものであるととも
に、都の技術職員にとっても差し迫った課題であることから『建設業の働
き方改革と担い手確保に果たす行政の役割』と題してご講演をいただく。 
 

講 師：東京大学大学院 工学系研究科 堀田 昌英教授 
    （講師プロフィールは別紙の通り） 
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【講師プロフィール】 

 

講 師：堀田 昌英 

所 属：東京大学大学院工学系研究科 

専 門：社会基盤マネジメント 

経 歴：東京大学大学院工学系研究科修士課程修了、ロンドン経済政治学院（LSE）博士課程修了

(PhD)、英国ダーラム大学ビジネススクール主任研究員、東京大学大学院工学系研究科講

師・助教授、同新領域創成科学研究科准教授・教授を経て、令和３年より現職 

委員等：【国土交通省】 

・中央建設業審議会委員 

・公正入札調査会議委員 

・発注者責任を果たすための今後の建設生産・管理システムのあり方に関する懇談会 

【東 京 都】 

・建設局事業における公共工事の品質確保の促進に関するアドバイザリー会議委員 

・財務局入札監視委員会委員・制度部会長 

研 究：・米国および欧州における労働時間規制及び賃金水準の確保に関する制度の調査研究 

    ・公共事業の民間事業者からの発案に対するインセンティブ付与構造のモデル分析 

    ・社会モデルを用いた自動協調施工と建設 DX に関する研究 
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